神奈川県相模原市「津久井やまゆり園」における事件について

社会福祉法人福岡市手をつなぐ育成会　理事長　向井　公太
まず、事件でおなくなりになりました利用者１９名の方並びにご家族の皆様に心からお悔やみを申し上げます。また、負傷をされました皆様に心からお見舞いを申し上げますとともに、一日も早いご快復をお祈りいたします。
今回の事件を聞きましたときには、有り得ないことと耳を疑い、さらに容疑者が元施設職員であったことが大きな衝撃でした。何が、彼をこのような凶行に走らせたのか。今後動機の解明などなされることでしょう。障がいのある人であってもそうでない人も人の命重さについて、今一度各人がそれぞれの立場で考える機会とすべきであると思います。
その点、今回、全国手をつなぐ育成会連合会から出された２通の声明は大変重要なものであります。障がい者団体としての考えの表明、そして障がいのある方へのメッセージ。　　　
そして、今後、障がい者福祉に関わる我々は今回の事件から何を学び、どのような対応を取らなければならないのか。例えば、防災に意識が行きがちであったことも反省点です。　
今後は、防災とともに、防犯の視点もより重要になるのではないかと思っています。ただ、防犯の視点といっても、地域に開きかけた扉を閉ざすことはあってはならないと思います。障がい者も地域で生活し、地域の皆さんの理解・協力を得て、初めて生活が可能になりますし、障がいのある人はもちろん施設も含め、殻に閉じこもっては生きていけない時代であると思います。
そういう意味で、今回のような事件があったからこそ、我々も、なお一層、社会に対して、障がいや障がいのある人に対する理解を促進する取組が必要であると思います。
育成会の会員の皆様も、今回の事件で動揺されたり、不安になられたりすることがあることと思いますが、これまでと同様に日々の生活をお送りいただきたいと思います。
我々も、会員の皆様や市民の皆様に対してこれまでと変わらず取組みを進め、障がいや障がい者に対する理解が進み、障害のある人もない人も共に生きる共生社会の実現に向けての取組みを進めたいと思っています。
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